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第1章 概 観
あ る規 則(例 え ば 束 縛 条 件(A))が 表 示 の レベ ル で 適 応 す るか 派 生 の 段 階 で 適 応 す るか は 、
先 験 的 には 決 ま っ て お らず 議 論 を積 み重 ね て 明 らか に しな けれ ば な らな い事 項 で あ る。 例 えば
Chomsky(1993)が 提 案 す る 「表 示 モ デ ル」 に 比 し て 、Epstein,Groat,Kawashima,Kitahara
(1998)が 提 案 す る 「厳 密 派 生(strictlyderivational)モ デ ル 」で は、マ ー ジ操 作 の 対 象 とな った 二
つ の 項(terms)の 各 々 の み が、 そ れ ぞ れ、 相 手 の 項(及 び そ の 内 部 の 要 素)に 対 して 関 係 を指 定
で き るだ け だ とい う点 で、 よ り制 限 的 な モデ ル で あ る。 しか しな が ら、 よ り制 限 的 で あ るが 故
に、未解 決 の ま ま取 り残 され て い る 問題 が 存 在 す る。 一一例 を挙 げ る と、(1a)のACD構 文 が(1b)
と同 様 に非 文 で あ る と予測 す る。
(1)a.yousenthim;theletterthatJohn;expectedyouwould
b.*/??yousenthim;theletterthatJohn;expectedyouwouldwrite
本 研 究 は、 この よ うな 問 題 や 他 の 問題 を、(i)意 味 関 係 の 認 定 を行 う段 階 、(ii)こ の 意 味 関 係
の認 定 や 形 式 素 性 の 照 合 に必 要 な 操作 の仕 組 み、(iii)認定 ・照 合 の操 作 が もた らす 事 象 と い う3
つ の 側 面 か ら考 察 し、 そ こで 提案 す る概 念 が、 厳 密 派 生 モ デ ル の も とで 興 味 深 い理 論 的 ・経 験
的 帰 結 を もた らす こ と を論 じる 。
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第2章 人 間 言 語 の 計 算 シス テ ム(CHL)の 性 質
計 算 シス テ ム の 性 質 に つ い て 、議 論 の 前 提 とな る一 定 の仮 定 を行 う と共 に、 上 記 の(i)意 味
関 係 の 認 定 を行 う段 階 と(iii)認 定 ・照 合 の操 作 が も た らす 事 象 に つ い てそ れ ぞ れ 具体 的 な提 案
を行 い 、後 者 に つ い て は そ の 妥 当性 を論 じる。
2.1.Y型 のCHL
Chomsky(1993)に 従 い、CHLはPFを い ち 早 く生成 す る よ うに プ ロ グ ラ ム され て い る こ と と、
PFを 生成 す る た め に 必 要 な 音 韻 素性 を統 語 構 造 か ら取 り出 す 操 作 と してSpell-Outを 仮 定 す
る。 そ の うえ でSpell-Outの 適 応 は 「最 終 手 段 」、す な わ ち 、当該 の構 造 が 内包 す るす べ て の意
味 素性 と形 式 素性 の処 理 が完 了 した後 に適 応 で き る と提 案 す る。 この結 果 、 意 味 素性 と形 式 素
性 の 処 理 を い ち 早 く完 了 させ る と い う趣 旨 の定 理(こ れ をEarlinessと 呼 ぶ)が 導 き 出 され る。
厳 密 派 生 モデ ル で は 形 式 素性 の照 合 のみ な らず 意 味 素 性 の処 理 も派 生 的 に 同時 多 発 的 に進 め ら
れ る た め、 派 生 の概 要 はお お むねY型 とな る。
2。2。移 動 の コ ピー 理 論
移 動時 にそ の移 動 元 の位 置 に コ ピー が 残 され る こと は表 示 モ デ ル で は経 験 的 に も重 要 な帰 結
を もた らす が、 厳 密派 生モ デ ル で は、 そ れ らの帰 結 が 移 動 の前 段 階 で、 コ ピー と い う概 念 に依
存 す る こ とな く捉 え られ る た め、 コピ ー とい う概 念 の 理 論 的 重 要 度 が 低 い。 そ の た め 、Epstein
eta1.(1998)で は そ の不 要論 が 示 され て い る。 しか し、本 研 究 で は 次 の二 点 を根 拠 に コ ピー 理 論
を採 用 す る。 第 一 の理 由 は、 コ ピ ー を 生 成 す る操 作 が 移 動 と い う操 作 の操 作 内 操 作 で あ り((2)
参 照)、 これ な く して は移 動 を規 定 す る ことが で きな い点 に あ る。
(2)α の移 動=(a)α の コ ピー の生 成+(b)α の コ ピー のマ ー ジ+(c)最 初 の αの消 去
言 い換 え る と、 コ ピー とい う概 念 を不 要 とす る ことは 移 動 とい う概 念 の再 検 討 を意 味 す る。 第
二 の理 由 は、(3b)の よ う に埋 込 文 の 主 語Billの コ ピー('Bill)が束 縛 条 件 ㈲ に影 響 を与 え る こ とを
示 す 経 験 的 な 証 拠 が あ るか らで あ る。
(3)a.[whichpictureofhimself;]didJohn;thinkBillsaw
b.*[ta;uhowproudofhimself;]doesJohn;thinkthatBillwillbe
2.3。語 彙 配 列(LexicalArray)内 で の意 味指 定
例 えば(4a)に 示 す 文 が お お む ね(4b)に 示 す 語 彙 配 列 か ら生 成 され る と述 べ られ る こ とが あ
るが 、 これ は あ く まで も非 公 式 的 な 言 明 で あ る。Johnが 主 格 を担 い、Maryが 目的 格 を担 う事
実 は計 算 シス テ ム が 与 えた 値 の具 現 で あ り、 計 算 開 始 の前 段 階 で 指 定 され て い る値 で はな い。
そ れ 故 、 語 彙 配 列 が(4a)の よ うな 単 な る語 彙 の リス トで あれ ば 、Maryが 被 動 作 主 で あ る こ と
を計 算 シス テ ムが 事 前 に知 りう る こ とが で きな くな り、結 果 、こ の意 味 の文 を生 成 す る過 程 で 、
Johnが 被 動 作 主 とな る可 能 性 を も考 慮 す る こ とに な る。 これ は 明 らか に非効 率 的 で あ る。
(4)a.JohnkissedMary
b.語 彙 配 列={John,Past,v,kissed,Mary}
以 上 の考 察 か ら、 語 彙 配 列 につ いて(5)の よ う に提 案 す る。
(5)語 彙 配 列 で は各 語 彙 間 に存 在 す る意 味 関 係 が 既 に指 定 され て い る。
これ に よ り(4)の 語 彙 配 列 は お お むね(6)に な る。 派 生 は、 この 意 味 関係 を 統 語 構 造 に 則 って
認 定 す る作 業 、 及 び 、 特 定 の語 彙 に埋 め 込 まれ た 形 式 素 性 を照 合 す る作 業 で あ る。
(6)語 彙 配 列=Past(John,v(kissed(Mary)))
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2.4。相 補 的 固定 化
近 年 この意 味 関 係 の 認 定 お よ び 形 式 素 性 の照 合 が もた らす 帰 結 につ い て の 議 論 が 高 ま っ て い
る(例 えば 、Uriagereka(1999),Chomsky(1998),Nakamura(2000)等)。 本 研 究 で は、二 つ の 項(α
と β)が マ ー ジ操 作 を受 け る と次 の 固 定 化 を受 け る と提 案 す る。
(7)相 補 的 固 定 化
αと βが マ ー ジ し[α1α β]が 形 成 され た 時 に、意 味 素性 が 関 与 して い れば β内部 の 要 素
の 意 味 情 報 が 固 定 化 され 、 意 味 素 性 が 関 与 して い な け れば β内 部 の音 韻 情 報(つ ま り形式)
が 固 定 化 され る。
固定 化 を受 けた 領 域 は の ち の統 語 操 作 の 対 象領 域 とな らな い。 例 えば 、 述 語 とそ の補 部 が マー
ジ を受 け た 場 合 は意 味 役割 の 認 定 が 行 わ れ る た め、 補 部 の 内部 領 域 は意 味 の 固定 化 を受 け る が
形 式 の 固 定 化 を受 け な い。 これ に対 して 、Spec-TP/IPを 占 め る要 素 はEPP一 素性 と格 素 性 の照
合 にの み 関 与 し意 味 素 性 の 認定 に 関 与 しな い た め、 そ の 内部 領 域 は意 味 の 固定 化 を受 けな いが
形 式 の 固 定化 を 受 け る。 付加 詞 はそ の ホ ス トとの 問 で 形式 素性 の 照合 も意 味 素性 の認 定 も起 こ
らな い た め 、Spec-TP/IPを 占め る 要 素 と同様 形 式 の 固定 化 の み を受 け る。
形 式 の 固 定化 を受 け た領 域 内 の要 素 を 削 除す る こ とは不 可 能 で あ るか ら、 こ の相 補 的 固定 化
か ら次 の 事 実 が 導 き 出 さ れ る。 第 一 に、 主 語 条 件 と付 加 詞 条 件(関 係 節 型 の複 合 名 詞 句 制 約 を
含 む)が 適 正 統 率(Huang(1982))やL標 示(Chomsky(1986b))と い う特 別 な 概 念 の仮 定 な し に導
き 出せ る。 第 二 に、Lasnik&Saito(1992)が(8a)の よ うな事 例 を原 則 的 に文 法 的 だ と規 定 して い
た点 に 関 して、 そ の理 由 を提 供 で き る。
(8)a.??whodoyouwonder[howmanypicturesoft]Johnsaw
b.*howdoyouwonder[howlikelytofixthecart]Johnis
す な わ ち 、C励 とそ の 指 定 部 を 占 め る 励 一句 の 問 に意 味 的 認 定 の プ ロ セ ス が 働 い て い る た め
(Simpson(2000)参 照)、 励 一句 の 内部 は意 味 的 に 固 定化 され るが 形 式 的 な 固定 化 を受 けず 、 そ の
た め摘 出 が 可能 とな る。 なお 、Lasnik&Saito(!992)の 分 析 に対 し してTakahashi(1994)は(8b)
が 非文 とな る こ とが 予 測 で きな い と して 反 論 して い る が、(8a)と(8b)の 差 は、 本 研 究 で は 励 一
島条 件 よ り導 き 出 され る現 象 で あ り、(9a)と(9b)の 対 比 と同 類 で あ る。
(9)a.??towhomdidn'ttheyknow[whentogivetheirpresentt]
b.*howdidtheyaskyou[whobehavedt]
第 三 に、 間接 疑 問文 は 意 味 的 固定 化 を受 け るが 形 式 的 固定 化 を受 けな い た め 、 そ の 内 部 か らの
摘 出 は原 則 的 に可 能 で あ る。 した が って 、 主 語 や 付 加 詞 か らの 摘 出の 事 例 とは 容 認 度 が 異 な る
こ とが導 き 出 され る。 な お 、.ヒ記(9a)/(8a)の よ う に補 部 の移 動 で 容 認 度 が 若 干 落 ち、(9b)/(8b)
の よ う に付 加 詞 の場 合 に非 文 とな る点 は、 文 解 析 上 の困 難 さが 原 因で あ る 。 第 四 に、 目的 語 が
シ フ トを 受 け た場 合 は 目的 格 及 びEPP一 素 性 のみ が 関 与 す る た め形 式 的 な 固 定化 が 起 こ り、 そ
の結 果 、 さ らな る摘 出 が 不 可 能 とな る。 この 結 果 、Lasnik(1995)等 が 論 じ る(10a)と(10b)の 対
比 が 導 き 出 され る。
(10)a.whodidyouselectapictureoft
b.?*whowillBillselectaportraitoft,andwhowillSusanapictureoft
最 後 に、 削 除 で はな く要 素 の追 加 に 関 して で あ るが 、 形 式 ・意 味 の いず れ の 固 定 化 を受 け た 領
域 で あ っ て もそ こに要 素 の 追 加 を行 う こ1とは 、拡 大 条 件(Extensioncondition)に よ り禁 止 され
る。した が っ て 、厳 密 派 生 モデ ル で も(11a)が 非 文 とな る事 実 を捉 え られ る よ う にな る が 、一 方 、
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(11b)が 文 法 的 と な る 事 実 に つ い て は 予 測 で き な く な る 。(こ の 点 は3章 で 扱 う 。)
⑪a.*heiwaswillingtodiscusstheclaimthatJohnimade
b.whichclaimthatJohn;madewashe;willingtodiscuss
第3章 一 般 化 コ ピー理 論
一 般 化 コ ピー 理 論 を提 示 し、 そ こか ら拡 大 条 件 の 効 果 が 定 理 と して 導 き出 され る こ と、 上 記
(11b)に 示 した 束 縛 条 件 ◎ の 効 果 消 失現 象 が 説 明 で き る こ と、 そ し て、 上 記(1a)に 示 したACD
構 文 で の 束 縛 条 件 ◎ の効 果 消 失 現 象 も同 様 に説 明 で き る こ と を示 す 。
3.1.一 般 化 コ ピ ー 理 論
一 般 化 コピ ー 理 論 は(12a)に ま とめ られ る。 以 下 で は、(12a)の 根 拠 を述 べ、(12a)が 成 立 す る
こ と によ り、(12b)が 可 能 とな り、 そ の結 果 、(12c)が 得 られ る こ と を論 じる。
⑫a.す べ て の統 語 操 作(移 動 とマ ー ジ)に コ ピー の 作 成 操 作 が 関 与 して い る。
b.移 動 は 同一 要 素 の再 利 用 で あ る。
c.す べ て の統 語 操 作(移 動 とマ 』 ジ)は 外 的(external)マ ー ジで あ る。
まず(12a)の 根 拠 につ いて 。 移 動 の コ ピ ー 理 論 で は コ ピ ー の 作 成 が 注 目を集 め る こ と が 多 い
が、 こ こで は 、その 前 段 階 の 要 素 の 「選 択」 操作 に 注 目す る。 この 操 作 はMergeを 構 成 す る 操
作 で もあ り、 語 彙 部 門 か ら語彙 を 選択 し語 彙 配 列 を 形成 す る 際 の 操作 で もあ る。 これ らの選 択
操作 が 同 一 の もの で あ る と仮 定 しよ う。 語 彙 部 門 か ら語 彙 を 選択 す る操 作 は、 実 質 上 コ ピ ー を
作 成 す る 操 作 で あ る 。 この仮 定 の 帰結 と して、移 動 もマ ー ジ もコ ピ ー の作 成 が 関 与 して い る こ
とに な る 。 これ によ り、 例 えば α と βを選 択 して 両 者 を マ ー ジ す る 操作 は厳 密 に は α と βの コ
ピ ー を作 成 して 両 者 をマ ー ジす る こ と に な る(Bobaljik(1995))。 ま た、 移 動 に関 して も、 例 え
ば αが βの 補 部位 置 か ら γの指 定 部 へ移 動 す る現 象 の場 合 、 従 来 は、 βの 補部 位 置 に あ る αの
コピ ー を 作 成 す る とさ れ て き た が、 そ の α 自体 が別 の αの コ ピ ー で あ る か ら、 次 の よ うな 関係
で移 動 現 象 を捉 え る こ とが 可能 とな る。
⑬ α
/＼ ← コ ピー 操 作
[γPαγ[...[β α]]
この結 果 、移 動 は作 業 領 域(workspace)上 に存 在 す る要 素 の 再 利 用 とな り(=(12b))、 外 的 マ ー ジ
とな る。 した が っ て、 従 来 の マー ジ も移 動 も いず れ も外 的 マ ー ジ とな る(;(12c))。
統 語 構 造 の構 築 操 作 がす べ て外 的 マー ジ で あれ ば 、 生成 さ れ る 要 素 は常 に根 要 素(root)と な
る。 した が っ て、 根 要 素以 外 へ の付 加 を禁 止 す る拡 大 条 件 の効 果 が導 き 出 され る。
移 動 が 内的(internal)マ ー ジ で は な く外 的 マ ー ジで あ る こ とは、 移 動 に課 され る条 件 に対 す
る近 年 の ア プ ロー チ と も呼応 す る。最 初 期 の研 究(例 えばRoss(1967))で は 移 動 に課 され る条 件
が、 ま さ に あ る領 域 の 内部 か らそ の外 部 へ の移 動(=内 的 マー ジ)を 禁 止 す る条 件 と して 位 置 づ
け られ 、 内的 マ ー ジ を支 持 す る証 拠 とな っ て い た 。 そ の後 、Rizzi(1ggo)が 提 案 した 相 対 化 最 小
性 原 理 を ミニ マ リス トプ ロ グ ラ ム に組 み 込 む にあ た ってChomsky(1995b)が 導 入 す る に至 った
ア トラク トの概 念 の 登 場 を契 機 に、 内 的マ ー ジ を支 持 す る証 拠 と して の資 格 が 揺 らいで きて い
る。 この 点 はChomsky(1998)が 提 案 す るPICで よ り鮮 明 にな る。 例 えばwh一 島 内 の 要 素 は そ
の 上位 の フ ェイ ズか らは不 可 視 に な り、 この 結 果 、現 象 的 に言 えばwh一 島 内か らの摘 出が で き
な くな る わ け で あ る が、 もはや この環 境 で は 内的 マ ー ジが 原 理 上 不 可 能 にな って い るわ けで 、
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そ の操 作 の存 在 を示 す 証 拠 に は な らな い。 先 に2.4節 で ωか 島 に対 して は この よ うな ア プ ロー
チ を採 用 しな い こ と を見 た が 、 本研 究 の 主 張 の 一 つ で あ る相 補 的 固定 化 は この よ うな ア プ ロー
チ と類 似 した 効 果 を持 っ て い る た め、 主語 条 件 ・付 加 詞 条 件 等 は 内的 マ ー ジの 支 持 証 拠 とな ら
な い。 以 上 の よ う に、 操作 内 操 作 と して の 選択 操 作 の特 質 お よび 内的 マ ー ジの 支 持 証 拠 で あ っ
た 移 動 に課 され る 条 件 の 近年 の 取 り扱 い を見 る と、 移 動 を外 的 マ ー ジ と して 捉 え る こ との 妥 当
性 が 見 いだ され る 。
3。2.付加 詞 内 で束 縛 条 件 ◎ の効 果 が 消 失 す る現 象
一 般 化 コピ ー 理 論 によ っ て(i)作 業 領 域 上 の 要 素 を再 利 用 す る こ とが 可 能 とな る が、(ii)根 要
素 以 外 の 要 素 と何 らか の要 素 を 直接 的 にマ ー ジす る こ とが で きな くな る。 下 記 の(14)で は、(ii)
に よ って、Johnを 含 む 関係 節 を循 環 的 に 導 入 す る こ とが 求 め られ る た め 、heを 導 入 した段 階
で 必 然 的 に 非 同 一指 示 解 釈 が 強 制 され る。 ・t
(14)*he;waswillingtodiscusstheclaimthatJohn;made(_(lla))
これ に対 して、 説 一移 動 を含 むq5)で は 、 移 動 が 内 的 マ ー ジで はな く外 的 マ ー ジで あ る た め、 ⑯






c,[thatJohnmade](関 係 節 の 形 成)
d.[whichclaim[thatJohnmade]]((16a)と(16c)の コ ピ ー の マ ー ジ)
e.[[whichclaimthatJohnmade]washewillingtodiscusswhichclaim]((16b)と(16d)の コ
ピ ー の マ ー ジ)
この結 果 、派 生 の どの 段 階 で もJohnとheの 非 同一 指 示解 釈 が 強 制 され る こ とは な く、同一 指
示 の解 釈 が 得 られ る。
3,3.ACD構 文 内 で束 縛 条 件 ◎ の効 果 が 消 失す る現 象
作 業 領 域 上 の 既 成 の 要 素 を 再 利 用 で き る とす る 主 張 は 、ACD構 文 内 で束 縛 条 件 ◎ の効 果 が
消 失 す る現 象 か ら支 持 を受 け る。例 えば ⑰ で は[sendhimtheletter]に 相 当す るVPが 再 利 用 さ
れ て い る。 した が って 、G8)に 概 略 を 示 す よ うな派 生 が 可能 で あ る。
q7)yousenthimitheletterthatJohniexpectedyouwould(=(1a))
⑱a.[vphim[v,sendOpi]](最 終 的 に 音 声 情報 の 省 略 を受 け るVPの 形 成)
b.[OpithatJohnexpectedyouwould[VPsendhimOpi]](関 係 節 の 形 成)
c.[Dptheletter[OpithatJohnexpectedyouwould[vpsendhimOpi]]](複 合 名詞 句 形成)
d.[vp[vphim[v,sendOpi]][Dptheletter[OpithatJohnexpectedyouwould[vpsendhim
OPi]]]]((18a)と(18c)め コピ ー の マ ー ジ によ り主 文 の 動 詞 句 を形 成)
この 派 生 の いず れ の 段 階 に お い て もhimがJohnをc一 統 御 す る こ とは な く、非 同一 指 示 解 釈 が
強 制 さ れ な い こ とが 正 し く予 測 され る。 な お、(18d)で は 主 文 のVPに 付 加 したDPと 主 文 の
VP内 のOPiが 同一 指 示 で あ る た め、QRな しで演 算 子 ・変 項 の 関 係 を構 築 す る。
この 説 明 で は 同 一 要 素 の 再 利 用 が 重 要 で あ る。 した が っ て、(19a)の よ うに再 利 用 で き るVP
が 無 い場 合 には 通 常 通 りの構 造 構 築作 業 が 進 み、そ の結 果 、himが 導 入 され た 時 点 でJohnと の
間 で 非 同 一 指 示解 釈 が 強 制 さ れ る点 を 予 測 で き る。 ま た、ACD構 文以 外 の構 文 で あ っ て もVP
の 再 利 用 が 可 能 な 環 境 で は 非 同 一指 示解 釈 が 強 制 され な い 派 生 が可 能 で あ り、 そ の結 果 、(19b)
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でhim=Johnの 解 釈 が 可能 な 点 を予 測 で き る。
(19)a.*/??yousenthim;theletterthatJohn;expectedyouwouldwrite(_(1b))
b.Iintroducehim;toeveryonethatJohn;wantedmetointroducehim;to
ACD構 文 で 束 縛 条 件 ◎ の効 果 が 消 失 す る現 象 は これ までQR(あ る い は そ れ に相 当 す る操
作)の 適 応 後 に束 縛 関 係 を見 る とい う 説 明 が提 供 さ れ て き た。 そ の意 味 で この現 象 は厳 密 派 生
モ デ ル を否 定 す る証 拠 とな っ て い た も の で あ る。本研 究 で 提 案 され たGCTに 基 づ く説 明 で は、
派 生 の い か な る段 階 で も非 同一 指 示 解 釈 を強 制 され な い こ とが 明 らか に な り、 この現 象 が 厳 密
派 生モ デ ル を否 定 す る 証 拠 には 該 当 しな い こ とが 示 され た 。 な お 、 最 後 にFox(2002)の よ うな
表 示 モ デ ル で は(19b)が 文 法 的 にな る こと を 予測 で きな い とい う経 験 的 問題 点 が あ る こ と を指
摘 して お き た い。
第4章 照 応 形 とそ の先 行 詞 の 関係
2章 及 び3章 で 確 立 した(i)Earlinessの 定 理(ii)語 彙 配 列 の段 階 で の意 味 関 係 の指 定(iii)相
補 的 固定 化(iv)拡 大 条 件 の定 理(V)同 一 要 素 の再 利 用 と い う概 念 の 相 互 作 用 が 興 味深 い 帰 結 を
提 示 す る こ と を、4章 で は 照 応 形 とそ の 先 行 詞 の 関 係 に関 して 、5章 で は 伽 名θとそ の連 携 名 詞
句(associate)と め 関 係 に 関 して乱 そ して 、6章 で は 励 一要 素 とそ の 作 用 域 を標 示 す るC。hと の
関 係 に関 連 して 、 示 す 。
4.1,議 論 の概 要
s6グー形 は独 立 した 指 示 を 持 た ず 、 必 ず 、 先 行 詞 の 特 定 が 求 め られ る 要 素 で あ る。 このsげ 形
と先行 詞 の 指 示 関 係 は 語 彙 配 列 に お い て既 に指 定 され て お り、 派 生 は 外 的 マ ー ジ によ りこの 意
味 関 係 を認 定 しな け れ ば な らな い 。Earlinessの 定 理 の 観 点 か ら見 る と両 者 が 直 接 マ ー ジ しあ う
こ と にな る。 した が っ て 、(20a)の 語 彙 配 列 が与 え られ る と、最 初 に(20b)が 形 成 され 、そ の 後 、
(20c)が 形 成 され る こと にな る。
⑳a.語 彙 配 列=Past@(John,criticized(himself=John)))
b.[himselfJohn]
c.[vpcriticized[himselfJohn]]
himselfもJohnも 独 立 した項 で あ り名 詞 句 で あ る た め、そ れ ぞ れ が意 味役 割 の認 定 と格 照 合 を
受 け な け れば な らな い 。 しか る に(20c)で はcriticizedの 持 つ 意 味 役 割(Theme)の 認 定 の み が行
われ る た め、そ の後 の派 生 は 、 も う一 つ の意 味役 割 の 認 定 と(2回 分 の)格 照合 を 目的 とす る こ
とに な る。Earlinessの 観点 か らす る と、可 能 な候 補 が 生 じた 時点 で実 施 す る こ とが 望 ま しい こ
とに な り、 した が っ て、 次 の点 が 導 き 出 され る。
⑳a.θ 一位 置 か ら別 の 直 近 の θ一位 置 ・格 照 合位 置 へ の 移 動 が起 こる。
b.移 動 が 関 与 す る か らc一 統 御 関係 が 成 立 す る。
4.2.照 応 形 とそ の先 行 詞 の間 に成 立 す る構 造 上 の 局 所 性
あ る 要 素 に と って の直 近 の格 照 合 子 は ηか あ る い はTで あ る。 あ る要 素 か ら見 て 直 近 の θ一
位 置 はSpec-VPか あ る い はSpec一"Pで あ る。(22a)の 構 造 で は 、 二 つ 目 の θ一位 置 と してSpec一
"Pが 提 供 され る が、 格 照合 子 はoの み しか 存 在 せず 、Tの 導 入 を待 つ こ と にな る。 そ の 結 果 、




こ れ に 対 し て 、(23a)で は 操 作 が 複 雑 に な る 。 と い う の は こ の 領 域 内 で は[himselfJohn]の 意 味 ・
形 式 素 性 の み な ら ず 、[picturesof[himselfJohn]]全 体 の 格 素 性 も 照 合 を 待 っ て い る 状 態 で あ
る 。後 者 の 素 性 照 合 を 実 現 す る た め に はoの 導 入 が 必 要 で あ る 。 こ れ を 優 先 的 に 行 う と(23b)が
生 成 さ れ 、 そ の 後[himselfJohn]の 未 処 理 素 性 の 処 理 を 行 う と 、(23c)の よ う にTが 導 入 さ れ た




こ の よ う に 直 近 の θ 一位 置 ・格 照 合 位 置 を 満 た す た め に は 、"が 持 つ 意 味 役 割(Agent)かTが 持
つ 格 素 性 に 必 然 的 に 言 及 す る こ と に な り 、accessiblesubjectの 概 念 を 独 立 し て 規 定 す る 必 要 が
無 く な る と 共 に 、Earlinessの 定 理 の 観 点 か ら 見 る と 、(24a)と(24b)の 対 比 が 導 き 出 さ れ る た め 、
minimaldomainとBT-compatibilityの 概 念 を 独 立 に 規 定 す る 必 要 も 無 く な る 。
⑳a.?*JohnithoughtthatMaryknewthatpicturesofhimselfiwereonsale
b.John;thinksthatitisobviousthatmanypicturesofhimself;werealreadyonsale
4。3.階 層 関 係
θ 一位 置 か ら θ 一位 置 へ の 移 動 が 関 与 し て い る こ と か ら 、(25a)を 文 法 的 と 判 断 す る 話 者 で
あ っ て も(25b)を 非 文 と 判 断 す る こ と が 正 し く 予 測 で き る 。
㈲a.Johnseemstohimselftobeaniceguy
b.*Johnseemstomanypicturesofhimselftobeaniceguy
(25a)で はseemの 経 験 者 項(Experiencer)の 位 置 がaniceguyの 主 題 項(Theme)の 位 置 をc一 統
御 し て い る の に 対 し て 、(25b)のpicturesの 主 題 項(Theme)の 位 置 とanice.guyの 主 題 項
(Theme)の 位 置 の 問 に はc一 統 御 関 係 が 存 在 せ ず 移 動 が 不 可 能 で あ る 。本 枠 組 み で は こ のc一 統 御
を 独 立 し て 規 定 す る 必 要 が な い 。 ま と め る と 、 本 研 究 で 提 案 す る 厳 密 派 生 モ デ ル で は 、 伝 統 的
な 束 縛 条 件 ㈹ を 構 成 し て い た 主 要 概 念 は す べ て 照 応 形 と そ の 先 行 詞 が 持 つ 内 在 的 特 性 の 反 映
と し て 捉 え ら れ 、 独 立 し て 規 定 す る 必 要 が な い 。
4.4.束:縛 条 件(A)の 随 意 的 適 用 に つ い て
解 釈 規 則 の 適 用 に 随 意 性 を 設 け る こ と はEarlinessの 定 理 と な じ ま な い が 、 本 研 究 で 提 案 す
る 枠 組 み に お い て は 、self一 形 と そ の 先 行 詞 の 関 係 は 派 生 の 最 初 の 段 階 で 直 接 マ ー ジ に よ り 認 定
を 受 け る た め 、 そ も そ も 随 意 性 を 含 ん で い な い 。(26)の よ う に 多 義 性 を 持 つ 文 は 一 般 にA'一 移
動 が 関 与 し て お り 、 そ の 連 鎖 を 構 成 す る 要 素 が 、(27a)の よ う に な っ て い る か(27b)の よ う に




4。5.付 加 詞 と 主 語 内 に 生 じ るsθ グー形
s6ゲ 形 と そ の 先 行 詞 が 直 接 マ ー ジ す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る 複 合 体 の 内 部 か ら 外 部 へ の 移
動 が 必 要 で あ る か ら 、 ㈱ は 相 補 的 固 定 化 に 違 反 し 非 文 と な る 。
㈱*theymetMike,[whofriendsof[themselves七hey]saidIvisited]
こ れ に 対 し て 、 主 語 の 中 にself一 形 が 発 生 し て い る 場 合 は(29a)に 示 す 通 り 相 補 的 固 定 化 の 違 反
が 伴 わ な い 。 こ れ はSpec-TP/IP位 置 の 要 素 が 常 に 多 項 連 鎖(multiple-memberedchain)に 加
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わ っ て い る た め で あ り 、本 枠 組 み で は(29b)に 示 す 位 置 か ら のJohnの 摘 出 が 可 能 で あ る 。 摘 出
元 は θ 一位 置 で あ り 形 式 の 固 定 化 を 受 け て い な い た め 相 補 的 固 定 化 に 違 反 し な い 。
⑳a.Johnbelieves[[himself甜 血]tobehonest]
b.Johnbelieves[himselftobe[]鰍 紬n]honest]
4.6.主 語 指 向
本 分 析 は 補 文 内 か ら 主 文 内 の 目 的 語 位 置 へ の 移 動 が で き る 。 す る と(30a)が 非 文 に な る こ と 、
つ ま り 、 主 語 指 向 の 特 性 を 説 明 す る こ と が で き な い 。
(30)a.?*JohntoldMary;thatpicturesofherself;werealreadyonsale
b.John;toldMarythatpicturesofhimself;werealreadyonsale
し か し 常 に 主 語 指 向 が 強 い ら れ る わ け で も な い た め 、 こ の 点 は 更 な る 考 察 が 必 要 で あ る 。
(31)JohnaskedMary;whichpicturesofherself;werealreadyonsale
第5章 τhereと そ の連 携 名 詞 句(associate)の 関係
Chomsky(1991)はLFで 魏粥 をそ の連 携 名詞 句 に付 加 す る提 案 を行 って い るが 、本枠 組 み で
は これ は 派 生 の 最 初 の 段 階 で 実 現 さ れ 、そ の 後 伽 γθが 摘 出 され る。伽 紹 は独 立 した指 示 を 持 ち
得 な いD要 素 で あ り、 この よ うな 要 素 が 持 つ 不 完 全 なD一 素性 が 常 にT/lnf1のEPP一 素性 との
間 で 照 合 を受 け る必 要 が あ る とす る と、 訪6紹 が 常 にSpec-TP/IPの 位 置 を 占 め る こ とが導 き 出
され る。 こ の結 果 、 上記 のs曜 一形 とそ の先 行 詞 の 場 合 には 途 中 に独 立 し た θ一位 置 が 介 在 しな
い 限 り長 距 離 依 存 関 係 が 成 立 し う る の に 対 して((24b)参 照)、 孟勿解 とそ の連 携 名 詞 句 は 常 に
clause-mateで あ る こ と も導 き 出 され る。
(32J*thereseemthat[iremanypictures]arealreadyonsale
また 、 そ の 特 性 お よび 相 補 的 固 定 化 か ら(33a,b)の 対 比 も導 き 出 され る。
㈱a.JohnexpectstheretoapPeartobeabearinthesquare
b.*Johnexpectstheretoappearabeartobeinthesquare
第6章Wh一 要 素 と そ の作 用 域 を標 示 す るCwh
C。、は そ の 補 部 と してTP/IPを 語 彙 選 択 す る指 定 を受 け て い る。 そ の た め 派 生 の最 初 の 段 階
でC。 髭と 励 一要 素 を直 接 的 にマ ー ジす る とTP/IPの 導 入 が 不 可 能 とな る。CHLは 語 彙 選択 を受
けた 要 素 と のマ ー ジ を優 先 し、そ の結 果 、語 彙 配 列 で 指 定 され た 作 用 域 関 係 の認 定 はG、 んが マ ー
ジ を 受 けた とき にそ の 相 手 の項 の 中 に 当 該 の 励 一要 素 が 存 在 す る 場 合 に 実 施 され る こ と に な
る。 こ のc一 統 御 関係 が満 た され て い る限 り作 用 域 に 関す る 問題 は発 生 しな い。 した が って 、あ
る文 が 非 文 とな った りす る事 例 は 作 用 域 とは 関 係 な い現 象 とな り、 これ は 、 第2章 の 提 案 と合
致 す る。 第2章 で は英 語 の 励 一句 が移 動 す る 理 由 が(i)c。 海の 不 完 全 な 意 味 的 指 定 と(ii)c。、の
EPP一 素性 に あ る と論 じた。 この主 張 によ る と、 中国 語 の ωか 移 動 は 存在 しな い こ とに な る の
に対 して 、 日本 語 で は音 韻 素 性 を伴 わ な い 励 一移 動 が 存 在 す る こ と にな る。 こ の こ とか ら日本
語 の主 語 や 付 加 詞 内 か らの 摘 出は(英 語 と異 な り)相 補 的 固定 化 の 違 反 とな らな いが 、C。々の 不
完 全 な 意 味 指 定 に よ り 励 一島 内 か らの 摘 出 は(英 語 と 同 じよ う に)文 解 析 上 の 困 難 さ を伴 い 容
認 度 が 落 ち る こ とが 正 し く予 測 で き、 英 語 ・中 国 語 ・日本 語 の 肋 一移 動 の基 本 特 性 が 導 き出 さ
れ る。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本 論 文 は、 厳 密 派 生 モ デ ル の理 論 を極 限 まで 追 求 し、(i)派 生 の どの 段 階 で 意 味 関係 の認 定 が
行 わ れ る か そ の段 階 の 確 定 、(ii)意 味 関 係 の 認 定 や 形 式 素性 の 照 合 に必 要 な 操 作 の仕 組 み の解
明、(iii)厳密 派 生 モ デ ル にお け る 認 定 ・照 合 の操 作 が もた らす 帰 結 の3つ の 問 題 を論 じた も の
で あ る。 第1章 で は論 文 の 内 容 にっ いて 概 観 し、 第2章 で は 人 間 の 言 語 計 算 シス テ ム 』C日Lの性
質 につ いて 論 じ、第3章 で は 一般 コ ピ ー理 論 を提 案 し、 第4章 で は 厳 密 派 生 モデ ル にお け る照
応 形 の 解 釈 の 問 題 を 論 じ て い る。 第5章 で は、there構 文 に つ い てthereと そ の 連 合 名 詞
(associate)と の 関 係 を論 じ、 第6章 で はwh要 素 の 作用 域 を厳 密 循 環 モ デ ル で どの よ う に 決定
す るか の 問 題 を論 じて い る。 第7章 は ま とめで あ る。
第1章 で は、Chomsky(1993)が 提 案 す る 「表 示 モデ ル」 とEpstein,Groat,Kawashima,Kitahara
(1998)が 提 案 す る 「厳 密 派 生(strictlyderivational)モ デ ル」 を比 較 検 討 し、厳 密派 生モ デ ル が よ
り制 限 の厳 しい モデ ル で あ る こ とを指 摘 した上 で 、 よ り制 限 的 な モ デ ル で あ る が ゆ え に 生 じる
問 題 点 を指 摘 し、 そ れ ら を上 記 の(i)意 味 関 係 の 認 定 を行 う段 階、(ii)意 味 関係 の 認定 や 形 式 素性
の 照 合 に必 要 な操 作 の 仕 組 み 、(iii)認定 ・照 合 の 操 作 が も た らす 帰 結 の3つ の側 面 か ら整 理 し
て 提 示す る。
第2章 で は、 計算 シス テ ム の性 質 に つ い て、 議 論 の 前提 とな る 一定 の仮 定 を提 示 し、 上 記(i)
の 意 味 関 係 の 認 定 を行 う段 階 の 問題 と(iii)の認 定 ・照 合 の操 作 が もた らす い くつ か の 帰 結 に つ
い て論 じて い る。 まず 、Chomsky(1993)に 従 い 、C。、はPFを で き るか ぎ り早 く生成 す る よ う に
プ ロ グ ラ ム さ れ て い る こ と を前 提 と して、PFを 生 成 す るた め の操 作 で あ るSpe11-Outの 適 用
は、 当該 の構 造 が 内 包 す るす べ て の 意 味 素 性 と形 式 素 性 の 処 理 が 完 了 した時 点 で適 用 され る と
仮 定 す る。 そ の結 果 、 意 味 素 性 と形 式 素 性 の処 理 をで き るだ け 早 く完 了 させ る とい う早 期 処 理
の原 理 が 導 き 出 され る。
厳 密 派 生 モ デ ル で は 、 従 来 コピ ー 理 論 によ り捉 え られ て い た 帰 結 が移 動 前 の段 階で 捉 え られ
るた め、 コ ピ ー と い う概 念 そ の もの が 不 要 で あ る と い う議 論 がEpsteinetal.(1998)に よ っ て 展
開 され て い る。 これ に対 して 、 本研 究 で は 、 コ ピ ー を 生成 す る操 作 が移 動 とい う操 作 の操 作 内
操 作 で あ る点 に注 目 し、 コピ ー の概 念 が 移 動 を規 定 す る基 礎 概 念 で あ る と主 張 す る。
本研 究 で 最 も重 要 で あ る主 張 の 一 つ は 、意 味 指 定 は 語 彙 配 列(LexicalArray)内 で の行 わ れ る
と い う主 張 で あ る。 す な わ ち、 「語 彙 配 列 で は 各 語 彙 間 に存 在 す る 意 味 関 係 が 既 に指 定 され て
い る」 とい う主 張 に よ り、 ミニ マ リス ト ・プ ログ ラ ム で破 棄 され た と主 張 され 、 事 実 上 そ の扱
いが 不 明 とな っ て い たD構 造 に 関わ る い くつ か の特 性 、 特 に意 味 解 釈 に 関 わ る問 題 を解 決 し、
そ れ に と もな っ て 生 じる統 語 構 造 に 見 られ る い くつ か の 間題 を解 決 しよ う と試 み て い る。
この よ うに語 彙 配 列 が決 定 され た段 階 で意 味指 定 が行 わ れ て い る とす る と、 併 合 操 作 につ い
て 、 「αと βが 併 合 され[。・α β]が 形成 さ れ た 時 、意 味 素性 が 関 与 して い れ ば β内 部 の 要 素 の
意 味 情報 が 固定 化 され 、意 味 素性 が 関 与 して い な けれ ば β内部 の音 韻 情 報(つ ま り形 式)が 固定
化 され る」 とい う原 理 を提 案 す る こ とが で き る。 これ を相 補 的 固定 化 の原 理 と呼 んで い る。 固
定化 を受 け た領 域 は後 の統 語 操 作 の対 象領 域 とな らな い こ とか ら、 主 語 条 件 と付 加 詞 条 件 の効
果 が導 き 出 され る ことが 論 じ られ て い る。
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第3章 で は、(a)す べ て の統 語 操 作(移 動 と併 合)に コ ピ ー の作 成 操 作 が 関 与 して い る、(b)移 動
は 同一 要 素 の再 利 用 で あ る、(c)す べ て の統 語 操 作 は 外 的(external)併 合 で あ る、 と い う3つ の
要 素 か らな る一 般 コ ピー 理 論 を提 示 し、 そ こか ら拡 大 条 件 の効 果 が 定 理 と して導 き 出 され る こ
と論 じ、 さ らに、 付 加 詞 内 で 束 縛 条 件(C)の 効 果 が 消 失 す る 現 象 やACD構 文 内 で 束 縛 条 件 ◎ の
効 果 が 消 失 す る現 象 につ いて 明解 な 説 明 が 提 示 さ れ て い る。
4章 か ら6章 で は、 上 記(iii)の 問 題 を論 じ、2章 と3章 で 提 示 した(a)早 期 処 理 の 原 則 、(b)語
彙 配 列 の 段 階 で の意 味 関 係 の 指 定、(c)相 補 的 固定 化 、(d)拡 大条 件 の 定理 、(e)同 一・要 素 の再 利 用
と い う概 念 な どの 帰 結 と して 説 明 で き る現 象 に つ い て 詳細 に 論 じて い る。4章 で は照 応 形 とそ
の 先 行 詞 の 関 係 に関 して、5章 で は 伽76と そ の 連 合 名 詞 句(associate)と の 関係 に関 して、6章
で は 励 要 素 とそ の作 用 域 を標 示 す るC。 、と の関 係 につ いて 論 じて い る。
第4章 で は 、 照応 形 とそ の 先行 詞 の 関係 に つ い て論 じて い る。 意 味解 釈 が 語 彙 配 列 の段 階 で
決 定 され る とす る本 論 文 の 主 張 に よれ ば 、 このself形 と先行 詞 の指 示 関係 は語 彙 配 列 にお いて
既 に指 定 され て い る こ とに な る。 したが っ て、self形 と先行 詞 は併 合 時 に例 えば[himselfJohn]
の よ うな 関係 に あ る。 この構 造 を適 格 な統 語 構 造 に導 く操 作 、 照応 形 とそ の先 行 詞 の間 に成 立
す る構 造 上 の 局 所性 、 主語 指 向 な ど照応 関係 に 関す る 重要 な事 項 が 新 しい視 点 か ら説 得 的 に論
じ られ て い る 。
第5章 で は 、there構 文 に つ いて 論 じて い る。Chomsky(1991)はthere構 文 の解 釈 に お い て
LFで 伽 γθをそ の連 合 名詞 句 に付 加 す る提 案 を行 って い るが 、 本 章 で は 「語 彙 配 列 の段 階 で の
意 味 関 係 の指 定」の 仮説.に従 い、thereと そ の連 携 名詞 句 は派 生 の最 初 の段 階 で セ ッ トと して 導
入 さ れ 、 そ の後 伽 紹 が 主 語 位 置 に摘 出 され る と考 え る。 こ の よ うに して 、伽 紹 構 文 の い くっ
か の 特性 が説 明 さ れ る。
第6章 で は 、励 要 素 とそ の作 用 域 に つ いて 、 「語 彙 配 列 の段 階 で の意 味 関 係 の指 定 」 の仮 説
の も とで どの よ うに 説 明 さ れ る の か を論 じて い る。 さ らに、 励 移 動 に関 す る類 型 論 に言 及 し、
英 語 で はwh移 動 が義 務 的 で あ る の は、 英 語 の 励 句移 動 が(i)c励の不 完 全 な意 味 的 指 定 と(ii)c。、
のEPP素 性 に依 存 す る と論 じて い る。 この 主 張 を押 し進 め る と、中 国語 に は 肋 移 動 は存 在 し
な い こ と にな る の に対 して、 日本 語 で は 音 韻 素 性 を伴 わ な い 励 移 動 が存 在 す る こ と にな る。
この こ とか ら 日本 語 の 主 語 や 付 加 詞 内 か らの摘 出 は(英 語 と異 な り)相 補 的 固 定 化 の違 反 とな
らな い が、C勧 の 不 完 全 な意 味指 定 に よ り 励 島 内か らの摘 出 は(英 語 と同 じよ う に)文 解 析 上 の
困難 さ を伴 い容 認 度 が 落 ち る こ とが 正 し く予 測 で き、 英 語 ・中 国 語 ・日本 語 のz漉 移 動 の 基 本
特 性 が導 き 出 され る。
以 上 の よ うに、 本 論 文 は厳 密循 環 モ デ ル に基 づ き、 統 語 的 派 生 の み な らず 、 音 韻 解 釈 や 意 味
解 釈 も派 生 的 に行 われ る こ と、 特 に意 味 解 釈 は語 彙 配 列 の段 階 で 決 定 され る とす る仮 説 を提 示
し、 それ に伴 っ て 生 じる 問題 の解 決 及 び 帰 結 の発 見 に積 極 的 に挑 戦 し、 多 くの新 し い知 見 を も
た ら して い る。 そ の論 述 様 式 は 明解 で あ り、 議 論 の展 開 は論 理 的 で 説 得 的 で あ る。 また 、 仮 説
を事 実 に適 用 す る こ とに よ っ て実 証 面 へ の注 意 も適 切 にな され て お り、ーミニ マ リス ト研 究 の 新
しい方 向 の一 つ を示 した もの と判 断 され る。
よ っ て、本論 文 の 提 出 者 は博 士(文 学)の 学 位 を授 与 され る に十 分 な 資格 を有 す る も の と認 め
られ る。
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